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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Sun Java System Web Serverガイド (Solaris OS
版)』は、SPARC®と x86ベースシステムでの Sun™ Cluster HA for Sun Java System
Web Serverガイド (Solaris OS版)のインストールと構成について説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterソフトウェアと使用するボリューム管理ソフト
ウェアに関する専門知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明していま
せん。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照して
ください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの参照
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コン
テンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って
発生した実際の、あるいは発生したと主張されるいかなる損害や損失についても、
Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverをインストールして構
成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 12ページの「インストールと構成の計画」
� 14ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのインストールと
構成の作業の概要」

� 14ページの「Sun Java System Web Serverのインストールと構成」
� 19ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverパッケージのイン
ストール」

� 22ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの登録と構成」
� 31ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server障害モニターの調
整」

� 34ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverリソースタイプの
アップグレード」

Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverは、フェイルオーバーデータサービ
スまたはスケーラブルデータサービスとして構成できます。データサービス、リソー
スグループ、リソースなどの関連トピックの一般的な情報については、『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 1章「Sun Clusterデータサービス
の計画」と『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

注 – SunPlex™ Managerを使用して、このデータサービスのインストールと構成を実
行できます。詳細は SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行している場合は、任意の順序で
データサービスを設定できます。ただし、Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Serverが Sun Cluster HA for DNSに依存している場合は、最初に DNSを設定する必
要があります。詳細は、『Sun Cluster Data Service for DNSガイド (Solaris OS
版)』を参照してください。Solarisオペレーティングシステムには、DNSソフト
ウェアが組み込まれています。クラスタが別のサーバーから DNSサービスを取得す
る場合は、最初に、クラスタが DNSクライアントになるように構成してください。

注 –インストール後は、クラスタ管理コマンドの scswitch(1M)を使用する場合を除
き、手作業で Sun Java System Web Serverを起動したり停止したりしないでくださ
い。詳細は、マニュアルページを参照してください。Sun Java System Web Server
は、起動後は Sun Clusterソフトウェアによって制御されます。

インストールと構成の計画
インストールを開始する前に、次の項目を確認してください。

� フェイルオーバーデータサービス、スケーラブルデータサービスのどちらで Sun
Cluster HA for Sun Java System Web Serverを使用するか。この 2種類のサービス
については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。スケー
ラブルサービスとして実行する場合は、以下の点を検討します。

� どのノードがスケーラブルサービスをホストするのか。ほとんどの場合は全
ノードにしますが、サービスをホストするノードを制限することもできます。
サービスをホストするノードを制限することもできます。

� Sun Java System Web Serverインスタンスにスティッキー IPは必要か。ス
ティッキー IPは、Load_balancing_policyのリソースプロパティー設定で
す。クライアント状態がメモリーに格納されるため、同じノードからの戻りト
ラフィックは、常に同じクラスタノードに送られます。負荷均衡ポリシーは複
数の中から選択できます。詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティ」に記載されているリソースプロパ
ティーの表を参照してください。

Load_balancing_policyが LB_STICKYまたは LB_STICKY_WILDに設定
されているオンラインスケーラブルサービスの場合、
Load_balancing_weightsを変更するには注意が必要です。サービスがオン
ラインのときにこれらのプロパティーを変更すると、クライアントとの既存の
親和性がリセットされます。したがって、そのクライアントが以前にクラスタ
内の別のクラスタメンバーからサービスを受けていても、異なるノードがその
クライアントの要求を処理します。
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同様に、サービスの新しいインスタンスがクラスタで起動された場合は、クラ
イアントとの既存の親和性がリセットされることがあります。

� Webサーバーのルートをどこに置くか。

� Webサーバーは、別の高可用性アプリケーションにデータを提供するかどうか。
データを提供する場合は、リソースの一方がもう一方よりも先に起動または停止す
るように、リソース間の依存性が必要になります。これらの依存性を設定するリ
ソースプロパティー Resource_dependencies については、『Sun Cluster デー
タサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティ」を参照して
ください。

� ネットワークアドレスおよびアプリケーションリソースに使用するリソースグルー
プ、およびそれらの間に存在する依存性を決定する。これらの依存性を設定するリ
ソースグループプロパティー RG_dependenciesについては、『Sun Clusterデー
タサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティ」を参照して
ください。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)を指
定する。

� Sun Java System Web Serverは INADDR_ANYにバインドするように構成できるた
め、Sun Java System Web Serverの複数のインスタンス、または同じノード上の複
数のデータサービスを実行する予定の場合は、各インスタンスを一意のネットワー
クリソースとポート番号にバインドする必要があります。

� Confdir_listおよび Port_listプロパティーのエントリを決定する。フェイ
ルオーバーサービスの場合、この 2つのプロパティーに登録できるエントリは、そ
れぞれ 1つだけです。スケーラブルサービスの場合は、複数のエントリを登録でき
ます。ただし、登録するエントリの数を同じにし、指定した順に相互にマップする
必要があります。詳細は、23ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverの登録と構成」を参照してください。

� Monitor_uri_list拡張プロパティーを使用するかどうかを決定する。この拡張
プロパティーを使用して、任意の URIリストを監視できます。Webを介してアク
セス可能なその他のデータサービスを構成する場合は、任意の URIを監視するよ
うに設定します。Monitor_Uri_List拡張プロパティーは、Sun Java System
Web Serverのセキュアインスタンスではサポートされません。このプロパティー
を使用するには、リリース 3.1 10/03 Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Serverをインストールする必要があります。以前の Sun Cluster HA for Sun Java
System Web Serverからアップグレードする場合、新しいプロパティーを使用する
には、リソースタイプのアップグレードを行う必要があります。手順については、
『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイプ
の更新」を参照してください。このオプションについての詳細と
Monitor_Uri_Listの使用例については、22ページの「任意 URIの監視」を参
照してください。

� ログファイル、エラーファイル、PIDファイルをローカルファイルシステムのどこ
に置くかを決定する。

� コンテンツをクラスタファイルシステムのどこに置くかを決定する。
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverのインストールと構成の作
業の概要
次の表に、インストールと構成の作業について説明している節を示します。

表 1 Task Map: Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのインストールと構成

タスク 参照箇所

Sun Java System Web Serverのイン
ストール

14ページの「Sun Java System Web Serverのインス
トールと構成」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverパッケージのインストー
ル

19ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Serverパッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverを登録し、データサービ
ス用のクラスタを構成する

22ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Serverの登録と構成」

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Server障害モニターの調整

31ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Server障害モニターの調整」

Sun Java System Web Serverのインス
トールと構成
この節では、次の作業の手順について解説します。

� Sun Java System Web Serverのインストール

� Sun Java System Web Serverを有効にし、Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverとして実行
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注 – Webサーバーに対する URLマッピングの設定では、いくつかの規則に従う必要
があります。たとえば、CGIディレクトリを設定する場合、可用性を維持するには、
マップしたディレクトリをクラスタファイルシステムに配置する必要があります。た
とえば、CGI ディレクトリを /global/pathname /cgi-bin にマップします。

CGIプログラムが、RDBMSなどのバックエンドサーバーにアクセスする場合は、
バックエンドサーバーも Sun Clusterによって制御されていることを確認してくださ
い。そのサーバーが、Sun Clusterソフトウェアがサポートする RDBMSの場合は、高
可用性 RDBMSパッケージを使用してください。バックエンドサーバーは、APIを使
用して Sun Clusterの制御下に置くこともできます。APIについては、『Sun Cluster
データサービス開発ガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

� Sun Java System Web Serverのインストール
この手順を実行するには、構成についての次の情報を知っておく必要があります。

� サーバーのルートディレクトリ (アプリケーションバイナリへのパス)。バイナリ
は、ローカルディスクまたはクラスタファイルシステムにインストールできます。
それぞれの場所の利点および欠点については、『Sun Clusterデータサービスの計
画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
を参照してください。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)。こ
れらのアドレスを構成し、オンラインにしなければなりません。

注 – Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverサービスと別の HTTPサーバー
を実行しており、これらが同じネットワークリソースを使用している場合は、それぞ
れ異なるポートで待機するように構成してください。異なるポートで待機するように
構成しないと、2つのサーバーの間でポートの競合が発生します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. インストールを開始します。

� Sun Java System Web Serverを Solaris 8にインストールする場合は、CD上の
インストールディレクトリから Sun Java System Web Serverに対して setup
コマンドを実行します。

� Solaris 9とパッケージされた Sun Java System Web Serverをインストールする
場合は、インストール CDの手順に従います。

手順
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注 – Solaris 9とパッケージされた Sun Java System Web Serverをインストールする
場合は、システムの再起動時にWebサーバーの自動開始を有効にしないでくださ
い。

3. プロンプトが表示されたら、Sun Java System Web Serverバイナリをインストー
ルする場所を入力します。

インストール場所には、クラスタファイルシステム上またはローカルディスク上の
場所を指定します。ローカルディスク上にインストールする場合は、次の手順で指
定するネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)の主ノードとな
る可能性があるすべてのクラスタノードにWebサーバーインストールします。

4. マシン名の入力プロンプトに対して、Sun Java System Web Serverが依存する論
理ホスト名と適切な DNSドメイン名を入力します。

完全な論理ホスト名は、network-resource.domainnameの形式になります (例:
schost-1.sun.com)。

注 – Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのフェイルオーバーを正常に
実行するには、マシン名の入力時に、物理ホスト名ではなく、論理ホスト名または
共有アドレスリソース名のどちらかを指定します。

5. 問い合わせが表示されたら、「Run admin server as root」を選択します。

Sun Java Systemインストールスクリプトが管理サーバー用として選択したポート
番号を書き留めてください。管理サーバーを使用して Sun Java System Web Server
のインスタンスを構成するときに、このデフォルト値を使用できます。デフォルト
値を使用しない場合は、別のポート番号を指定できます。

6. 問い合わせが表示されたら、サーバー管理者 IDとパスワードを入力します。

システムのガイドラインに従います。

管理サーバーが起動されることを示すメッセージが表示されたら、構成の準備は完
了です。

� Sun Java System Web Serverの構成
Sun Java System Webサーバーのインスタンスの可用性を高める構成方法について解
説します。この手順では、Webブラウザを使用します。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� 開始する前に、クラスタが存在するネットワークにアクセスできるマシン上にブラ
ウザをインストールしていることを確認します。ブラウザは、クラスタノードにも
クラスタの管理ワークステーションにもインストールできます。
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� Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverは、Sun Java System Proxy Server
をサポートします。Sun Java System Proxy Server製品について
は、http://docs.sun.com/db/prod/s1.webproxysを参照してください。
Sun Java System Proxy Serverのインストールと構成について
は、http://docs.sun.com/db/coll/S1_ipwebproxyssrvr36を参照して
ください。

� 構成ファイルは、ローカルファイルシステムにもクラスタファイルシステムにも格
納できます。

� インスタンスの安全を保証するためのあらゆる証明書は、すべてのクラスタノード
からインストールされる必要があります。このインストールでは、各ノード上で管
理コンソールを実行します。したがって、クラスタにノード n1、n2、n3、および
n4が存在する場合、インストール手順は次のようになります。

1. ノード n1上で管理サーバーを実行します。

2. Webブラウザから http://n1. domainとして管理サーバーに接続します。
port (例:http://n1.eng.sun.com:8888または、管理サーバーポートとして
指定したポート)。通常、このポートは 8888です。

3. 証明書をインストールします。

4. ノード n1上で管理サーバーを停止して、ノード n2から管理サーバーを実行し
ます。

5. Web ブラウザから http://n2.domain :port として、新しい管理サーバーに接
続します (たとえば、http://n2.eng.sun.com:8888)。

6. ノード n3と n4に対しても上記手順を繰り返します。

上記の事項を考慮した後で、次の手順を行います。

1. Sun Java System Web Serverをスケーラブルデータサービスとして構成する場合
は、すべてのノードのローカルディスクに、ログ、エラーファイル、PIDファイ
ルを格納するディレクトリを作成し、Sun Java System Web Serverで管理するよ
うに設定します。

スケーラブル構成を正常に稼動するには、これらのファイルをクラスタファイルシ
ステムではなく、クラスタの各ノードに配置する必要があります。共有の記憶装置
は、Sun Java System Web Serverをフェイルオーバーデータサービスとして構成す
る場合以外は使用しません。

クラスタ内のすべてのノードにおいて、ローカルディスクの同じ場所を選択しま
す。mkdir -p コマンドを使用してディレクトリを作成します。このディレクトリ
の所有者を nobodyにします。

次の例に、この手順を行う方法を示します。

phys-schost-1# mkdir -p /var/pathname/http-instance/logs/

手順
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注 –エラーログや PIDファイルが大きくなると予想される場合、/varディレクト
リの容量は小さいので、このディレクトリに格納してはいけません。その代わり
に、大きなファイルを格納できるだけの十分な容量を持つパーティションに新しい
ディレクトリを作成します。

2. 管理ワークステーションまたはクラスタノードから Netscapeブラウザを起動しま
す。

3. 1つのクラスタノード上で、ディレクトリ https-admservに移動し、次のよう
に Sun Java System管理サーバーを起動します。

# cd https-admserv

# ./start

4. Netscapeブラウザで Sun Java System管理サーバーの URLを入力します。

URLは、サーバーのインストール手順 (手順 4)の Sun Java Systemインストール
スクリプトによって確立される物理ホスト名とポート番号で構成されます (例:
n1.eng.sun.com:8888)。この手順の手順 2を実行すると、./startコマンド
で管理 URLが表示されます。

サーバーインストール手順の手順 6で指定したユーザー IDとパスワードをプロン
プトに入力して、Sun Java System管理サーバーインタフェースにログインしま
す。

5. 次の作業を行うには、可能な限り管理サーバーを使用し、そうでない場合だけ手動
で変更するようにします。

� サーバー名が正しいことを確認します。

� サーバーユーザーがスーパーユーザーとして設定されていることを確認しま
す。

� バインドアドレスフィールドを次のアドレスの 1つに変更します。

� ネームサービスとして DNSを使用する場合、論理ホスト名または共有アド
レス。

� ネームサービスとして NISを使用する場合、論理ホスト名または共有アド
レスに対応する IPアドレス。

� この節の手順 1で作成したディレクトリを反映するように、ErrorLog、
PidLog、およびAccess Logエントリを更新します。

� 変更を保存します。

6. このインスタンスの起動に使用するセキュアキーパスワードを含むファイルを作成
してサーバーのルートディレクトリに置きます。このファイルには、keypassと
いう名前を付けます。
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注 –このファイルには、キーデータベースのパスワードが含まれています。適切な
アクセス権を付与して、ファイルを保護する必要があります。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverパッケージのインストール
Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server
パッケージをインストールしなかった場合は、ここで説明する作業を行なって
パッケージをインストールしてください。この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java
System Web Serverパッケージをインストールするすべてのクラスタノードで実行し
ます。

同時に複数のデータサービスをインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」で説明する手順
を行います。

注 – Solaris 10を使用する場合は、これらのパッケージを「大域ゾーン」だけにインス
トールします。インストール後、これらのパッケージを「ローカルゾーン」に伝達し
ないようにするには、これらのパッケージをインストールするときに scinstall
ユーティリティーを使用します。Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログ
ラムを使用してはなりません。

� scinstallユーティリティーを使用した Sun
Cluster HA for Sun Java System Web Server
パッケージのインストール
この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverをマスターできるすべ
てのクラスタメンバーで実行してください。

Sun Cluster Agents CDが手元にあることを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CDをロードします。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

始める前に

手順

Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのインストールと構成 19



3. メニューオプション「Add Support for New Data Service to This Cluster Node」
を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CDのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、選択を
確定するように求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

� Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログ
ラムを使用して Sun Cluster HA for Sun Java
System Web Serverパッケージをインストールする
Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムは、コマンド行インタフェース
(CLI)またはグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)と共に使用できます。CLI
と GUIでの作業の内容と手順はほとんど同じです。

この手順を完了するには、Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMが必
要です。

1. Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverパッケージをインストールする
クラスタノード上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用して Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラ
ムを実行する場合は、DISPLAY環境変数を設定しておく必要があります。

3. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブに
ロードします。

Volume Managementデーモン vold(1M)が動作しており、CD-ROMデバイスを
管理するように構成されている場合は、自動的に、CD-ROMを /cdromディレク
トリにマウントします。

4. CD-ROMの Sun Java™ Enterprise Systemインストーラディレクトリに移動しま
す。

# cd /cdrom/Solaris_sparc

5. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムを開始します。

# ./installer

手順
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6. プロンプトが表示されたなら、ライセンス契約に同意し、必要な言語サポートを選
択します。

デフォルトの言語サポートは英語です。

7. 「Availability Services & Sun Cluster 3.1 Subcomponents」で Sun Java System
for Sun Cluster Agentsを選択し、次に進みます。

この選択では、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverも含め、Sun Java
Systemアプリケーションで使用できる Sun Clusterデータサービスをすべて選び
ます。

8. いつ構成を実行するかを求めるプロンプトが表示されたら、「Configure Later」
を選択します。

「Configure Later」は、インストール後に構成を実行することを指定します。

9. (任意)製品を登録して製品アップデートを受け取らない場合は、「インストール中
に登録ウィンドウを開きます」ボックスのチェックを外します。

10.表示される指示に従って、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server
パッケージをノードにインストールします。

Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムは、インストールの状況を
表示します。インストールが完了すると、プログラムはインストールのサマリーと
インストールログを表示します。

11. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラプログラムを終了します。

インストーラプログラムを終了する前に、Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverが正常にインストールされていることを確認します。次のコマンドを
実行して、パッケージの存在をチェックします。

# pkginfo -l SUNWschtt

12. Sun Java™ Enterprise Systemインストーラ CD-ROMを CD-ROMドライブから
アンロードします。

a. CD-ROMが使用されていないことを確認し、CD-ROM上にないディレクトリ
に移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom
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Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverの登録と構成
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverは、フェイルオーバーデータサービ
スまたはスケーラブルデータサービスとして構成できます。Sun Cluster HA for Sun
Java System Web Serverをスケーラブルデータサービスとして構成する場合には、追
加の手順を実行する必要があります。ここでは、文頭に「スケーラブルサービスの
み」と明記しスケーラブルサービスの場合の追加手順を先に説明します。フェイル
オーバーサービスとスケーラブルサービスの個々の例は、その後ご説明します。

Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server拡
張プロパティーの設定
次の節では、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverリソースを登録して構
成する手順について説明します。拡張プロパティーについては、付録Aを参照してく
ださい。「調整可能」の欄には、そのプロパティーをいつ変更できるかが示されてい
ます。

すべての Sun Clusterプロパティーについての詳細は、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロパティ」を参照してください。

リソースの拡張プロパティーを設定するには、リソースを作成または変更する
scrgadm(1M)コマンドに次のオプションを含めます。

-x property=value

-x property
設定する拡張プロパティーを指定します。

value
設定する拡張プロパティーの値を指定します。

これらのリソースを作成したあとにリソースを構成する場合は、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 2章「データサービスリソースの管理」
で説明する手順も使用できます。

任意 URIの監視
Webサーバーの障害モニターで、Webサーバーが提供するアプリケーション (URI)の
任意リストを検証する場合は、 Monitor_Uri_List拡張プロパティーを設定する必
要があります。この拡張プロパティーによって、拡張された検証機能が提供されま
す。また、使用しているWebサーバーのほかにサービスを階層状にする場合に、この
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プロパティーは有用です。Monitor_Uri_List拡張プロパティーは、セキュア Sun
Java System Web Serverインスタンスではサポートされません。
Monitor_Uri_List拡張プロパティーを設定しない場合、障害モニターは通常の検
証を行います。詳細は、31ページの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Server障害モニターの調整」を参照してください。次の例は、Sun Java System Web
Serverインスタンスを構成に追加する場合の Monitor_Uri_List拡張プロパティー
の設定方法を示しています。

例 1スケーラブル Sun Java System Web Serverインスタンス用の Monitor_Uri_Listの
設定

(デフォルトの負荷均衡を使用して、非セキュア Sun Java System Web Serverインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j web-not-secure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-Sun-app-insecure-1 \
-y Scalable=True -y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=8000/tcp

-x Monitor_Uri_list=http://schost-1:8000/servlet/monitor

例 2フェイルオーバー Sun Java System Web Serverインスタンス用の Monitor_Uri_List
の設定

(非セキュア Sun Java System Web Serverアプリケーションリソースインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j web-not-secure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/opt/SunONE/conf -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp \

-x Monitor_Uri_list=http://schost-1:80/servlet/monitor

� Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの
登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverを登録して構成する方
法について説明します。

scrgadm (1M)コマンドを使用した Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server
の登録方法と構成方法について説明します。

注 –データサービスはここで説明するオプション以外のオプションを使用して登録と
構成を行えます。これらのオプションについての詳細は、『Sun Clusterデータサービ
スの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスリソースを管理するためのツー
ル」を参照してください。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのリソースタイプの名前。この名
前は SUNW.iwsです。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。フェイルオーバーサービス
の場合、同時にデータサービスをマスターできるノードは 1つだけです。
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� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)。

� Sun Java Systemバイナリプログラムのパス。バイナリプログラムは、ローカル
ディスクまたはクラスタファイルシステムにインストールできます。それぞれの場
所の利点および欠点については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」を参照して
ください。

注 – Sun Java System Web Serverで使用される一連の IPアドレスは、Sun Java
Systemアプリケーションリソースの Network_resources_usedの設定に
よって決まります。また、リソースの Port_listの設定は、Sun Java System
Web Serverで使用されるポート番号のリストを決定します。障害モニターは、Sun
Java System Web Serverのデーモンが IPとポートのすべての組み合わせで待機し
ているとみなします。ポート 80以外の別のポート番号で待機するように Sun Java
System Web Serverの magnus.confファイルをカスタマイズしている場合は、
magnus.confファイルに、IPアドレスとポートの可能なすべての組み合わせが
含まれている必要があります。障害モニターは、これらの組み合わせのすべてを検
証し、Sun Java System Web Serverが IPアドレスとポートの特定の組み合わせで
待機していない場合はモニターを起動できません。Sun Java System Web Serverが
IPアドレスとポートのすべての組み合わせに対応できない場合は、複数のインス
タンスに分割する必要があります。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverのリソースタイプを登録しま
す。

# scrgadm -a -t SUNW.iws

-a
データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.iws
当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイプを指定しま
す。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

フェイルオーバーサービスの場合には、このリソースグループはアプリケーション
リソースも保持します。

手順
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-hオプションを必要に応じて指定し、データサービスを実行できるノードグルー
プを選択できます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group
フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。どのような名前でも
かまいませんが、クラスタ内のリソースグループごとに一意である必要があり
ます。

-h nodelist
マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区切って指定します (任
意)。フェイルオーバー時、ノードはこのリスト内の順番に従ってプライマリと
して判別されます。

注 – -hを使用してノードリストの順序を指定します。クラスタ内のすべてのノー
ドが潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありません。

4. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加
されていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行なっておく必要があります。詳細
については、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の計画
に関する章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、サーバーおよ
びクライアントの /etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名と共有
アドレスが存在していることを確認してください。サーバーの
/etc/nsswitch.confファイルにあるネームサービスマッピングは、NISまたは
NIS+にアクセスする前に、最初にローカルファイルを検査するように構成しま
す。

5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をフェイルオーバーリ
ソースグループに追加します。

# scrgadm -a {-S | -L} -g resource-group \
-l network-resource,... [-j resource] \

[-X auxnodelist=node, ...] [-n netiflist]

-S | -L
共有アドレスリソースには -Sを、論理ホスト名リソースには -Lを使用しま
す。

-g resource-group
フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。
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-l network-resource, …
追加するネットワークリソースをコンマで区切って指定します。-jオプション
を使用してリソース名を指定できます。リソース名を指定しないと、ネット
ワークリソースの名前は、コンマで区切ったリストの最初の名前になります。

-j resource
リソースの名前を指定します (省略可能)。リソース名を指定しない場合、
ネットワークリソース名は、デフォルトで -lオプションで最初に指定した名前
になります。

-X auxnodelist =node, …
共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、フェイルオーバー時に主
ノードとして使用されない)を識別する物理ノード IDをコンマで区切って指定
します (オプション)。これらのノードは、リソースグループの nodelistで識別さ
れるノードとは、相互に排他的な関係になります (指定している場合)。

-g resource-group
リソースグループの名前を指定します。どのような名前でもかまいませんが、
クラスタ内のリソースグループごとに一意である必要があります。

-h nodelist
潜在マスターを識別するための物理ノード名または IDをコンマで区切って指定
します (省略可能)。フェイルオーバー時、ノードはこのリスト内の順番に
従ってプライマリとして判別されます。

-n netiflist
各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで区切って指定しま
す (省略可能)。netiflistの各要素は、netif@nodeの形式にする必要がありま
す。netifは IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)として
指定できます。ノードは、ノード名またはノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

注 –現在のところ、Sun Clusterでは、netifにアダプタ名は使用できません。

6. スケーラブルサービスのみ :希望するすべてのクラスタノードで実行するスケーラ
ブルリソースグループを作成します。

Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverをフェイルオーバーデータサービ
スとして実行している場合、この手順は実行せず、手順 8に進んでください。

データサービスアプリケーションリソースを保持するリソースグループを作成しま
す。主ノードの最大数と希望数、およびこのリソースグループと手順 3で作成した
フェイルオーバーリソースグループとの間の依存性について指定する必要がありま
す。この依存性によって、フェイルオーバー時に、Resource Group Manager
(RGM)は、ネットワークリソースに依存する任意のデータサービスが開始される
前に、そのネットワークリソースを開始できます。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n \

-y RG_dependencies=resource-group
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-y Maximum_primaries =m
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの最大数を指定します。
このプロパティーに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y Desired_primaries =n
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの希望数を指定します。
このプロパティーに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y RG_dependencies = resource-group
作成されたリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソース
グループを指定します。

7. スケーラブルサービスのみ :スケーラブルリソースグループにアプリケーションリ
ソースを作成します。

Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverをフェイルオーバーデータサービ
スとして実行している場合、この手順は実行せず、手順 8に進んでください。
この手順を繰り返し、複数のアプリケーションリソース (セキュアバージョンや非
セキュアバージョンなど)を追加できます。
必要に応じて、データサービスの負荷均衡を設定します。負荷均衡を設定するに
は、標準リソースプロパティーの Load_balancing_policyと
Load_balancing_weightsを使用します。すべての Sun Clusterプロパティー
についての詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の付録A「標準プロパティ」を参照してください。また、この節で説明して
いる例も参照してください。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, ... \
-y Port_list=port-number/protocol, ... -y Scalable=True \

-x Confdir_list=config-directory, ...

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used = network-resource, …
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名を
コンマで区切って指定します。

-y Port_list= port-number/protocol, …
使用するポート番号とプロトコルの対をコンマで区切って指定します (例 :
80/tcp, 81/tcp)。

-y Scalable= True
スケーラブルサービスに必要なブール値を指定します。

-x Confdir_list= config-directory, …
Sun Java System構成ファイルの位置をコンマで区切って指定します。これは、
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの必須拡張プロパティーです。
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注 – 1対 1のマッピングは、Confdir_Listと Port_Listに適用されます。一方
のリストに含まれる各値は、指定した順に、もう一方のリストの値と一致する必要
があります。

8. フェイルオーバーサービスのみ :フェイルオーバーリソースグループにアプリケー
ションリソースを作成します。

この手順は、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverをフェイルオーバー
データサービスとして実行する場合だけ行なってください。Sun Cluster HA for
Sun Java System Web Serverをスケーラブルサービスとして実行する場合は、あら
かじめ手順 6と手順 7を実行している必要があり、さらに、手順 10に進む必要が
あります。

この手順を繰り返し、複数のアプリケーションリソース (セキュアバージョンや非
セキュアバージョンなど)を追加できます。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=logical-hostname-list \
-y Port_list=port-number/protocol \

-x Confdir_list=config-directory

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるフェイルオーバーリソースグループの名前を指定しま
す。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used =network-resource, …
データサービスが使用する論理ホストを識別するネットワークリソースをコン
マで区切って指定します。

-y Port_list= port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します (例:80/tcp)。Port_listと
Confdir_list間の 1対 1のマッピング規則により、フェイルオーバーサービ
スのための Port_listには、エントリを 1つだけ登録します。

-x Confdir_list= config-directory
Sun Java System構成ファイルの格納場所を指定します。フェイルオーバーサー
ビス用の Confdir_listには、エントリを 1つだけ登録します。
config-directoryには、configという名前のディレクトリが含まれている必要が
あります。これは、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの必須拡張
プロパティーです。
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注 –必要に応じて、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverに属する拡張
プロパティーを追加設定することで、プロパティーのデフォルト値を上書きできま
す。これらのプロパティーのリストについては、付録Aを参照してください。

9. フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z
ネットワークリソースと障害の監視を有効にして、リソースグループを
MANAGED状態にし、オンラインにします。

-g resource-group
フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。

10.スケーラブルサービスのみ :スケーラブルリソースグループをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z
リソースとモニターを使用可能にし、リソースグループを管理状態にし、オン
ラインにします。

-g resource-group
スケーラブルリソースグループの名前を指定します。

スケーラブル Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの登
録
クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
共有アドレス: schost-1
リソースグループ: sa-resource-group-1 (共有アドレス用),
iws-resource-group-1 (スケーラブルアプリケーションリソース用)
Resources: schost-1 (共有アドレス), Sun-app-insecure-1 (非セキュア
アプリケーションリソース), Sun-app-secure-1 (セキュアアプリケーションリソース)

(共有アドレスを格納するフェイルオーバーリソースグループを追加します。)
# scrgadm -a -g sa-resource-group-1

(このフェイルオーバーリソースグループに共有アドレスリソースを追加します。)
# scrgadm -a -S -g sa-resource-group-1 -l schost-1

(スケーラブルリソースグループを追加します。)
# scrgadm -a -g iws-resource-group-1 -y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 -y RG_dependencies=sa-resource-group-1

(Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server用のリソースタイプを登録します。)
# scrgadm -a -t SUNW.iws

例 3
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(デフォルトの負荷均衡を使用して、非セキュアアプリケーションインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j Sun-app-insecure-1 -g iws-resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-Sun-app-insecure-1 \
-y Scalable=True -y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp

(スティッキ IP負荷均衡を使用して、セキュアアプリケーションインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j Sun-app-secure-1 -g iws-resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-Sun-app-secure-1 \
-y Scalable=True -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Port_list=443/tcp -y Load_balancing_policy=LB_STICKY \
-y Load_balancing_weights=40@1,60@2

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。)
# scswitch -Z -g sa-resource-group-1

(スケーラブルリソースグループをオンラインにします。)

# scswitch -Z -g iws-resource-group-1

フェイルオーバー Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server
の 2ノードクラスタへの登録
クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソース用)
リソース: schost-1 (論理ホスト名), Sun-app-insecure-1 (非セキュアアプリケーション
リソース), Sun-app-secure-1 (セキュアアプリケーションリソース)

(すべてのリソースを格納するリソースグループを追加します。)
# scrgadm -a -g resource-group-1

(このリソースグループに論理ホスト名リソースを追加します。)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server用のリソースタイプを登録します。)
# scrgadm -a -t SUNW.iws

(非セキュアアプリケーションリソースインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j Sun-app-insecure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/opt/SunONE/conf -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp\

(セキュアアプリケーションリソースインスタンスを追加します。)
# scrgadm -a -j Sun-app-secure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-Sun-app-secure-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=443/tcp \

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。)
# scswitch -Z -g resource-group-1

例 4
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SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成す
る
Sun Cluster 3.0 5/02では、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプが取り入れられ
ています。この新しいリソースタイプは SUNW.HAStorageと同じ機能を果たし、
HAストレージおよびデータサービス間でアクションを同期化します。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加機能
があります。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5) man page and『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係」を参照してください。手順については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグループ間
での起動の同期」を参照してください。(5/02以前の Sun Cluster 3.0バージョンを使
用している場合は、SUNW.HAStoragePlus ではなく SUNW.HAStorage を設定する
必要があります。新しいリソースの手順については、『Sun Clusterデータサービスの
計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグループ間で
の起動の同期」を参照してください。)

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Server障害モニターの調整
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server障害モニターは、Sun Java System
Web Serverを表すリソースに含まれます。このリソースを作成するのは、Sun Cluster
HA for Sun Java System Web Serverを登録して構成するときです。詳細は、22ペー
ジの「Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの登録と構成」を参照してく
ださい。

このリソースのシステムプロパティーと拡張プロパティーは、障害モニターの動作を
制御します。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパティーのデ
フォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシステムに適
しているはずです。したがって、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server障
害モニターを調整するのは、このような事前に設定された動作を変更したい場合だけ
に留めるべきです。

詳細は、次の節を参照してください。

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデー
タベース用に障害モニターを調整する」

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイ
プ、リソースグループ、リソースプロパティの変更」

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の付録A「標準プロ
パティ」
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検証中に障害モニターが行う操作
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverの検証機能は、サーバーに要求を送
ることによりそのサーバーの状態を照会します。検証機能が実際にサーバーを照会す
る前に、ネットワークリソースがこのWebサーバーリソース用に構成されていること
の確認が行われます。ネットワークリソースが構成されていない場合は、エラー
メッセージ (No network resources found for resource.) が記録され、検証
はエラー終了します。

検証機能では、次の 2つの Sun Java System Web Server構成に対応する必要がありま
す。

� セキュアインスタンス
� 非セキュアインスタンス

Webサーバーがセキュアモードのときに、検証機能が構成ファイルからセキュアポー
トを取得できない場合は、エラーメッセージ (Unable to parse configuration
file)が記録され、検証はエラーとなり終了します。セキュアインスタンスと非セ
キュアインスタンスの検証の処理は同じです。

Sun Java System Web Serverリソースの Network_resources_used
resource-property設定は、Webサーバーが使用する一連の IPアドレスを決定しま
す。Port_listリソースプロパティーの設定は、Sun Java System Web Serverで使
用されるポート番号のリストを決定します。障害モニターは、Webサーバーが IPア
ドレスとポートのすべての組み合わせに対して待機しているとみなします。ポート 80
以外のポート番号で待機するようにWebサーバー構成をカスタマイズしている場合
は、構成ファイル (magnus.conf)に IPアドレスとポートのすべての組み合わせが指
定されていることを確認してください。障害モニターは、すべての組み合わせを検証
し、IPアドレスとポートの特定の組み合わせでWebサーバーが待機していない場
合、検証は失敗します。

指定された IPアドレスとポートの組み合わせによるWebサーバーとの接続に検証機
能が失敗した場合、完全な障害が発生します。検証機能は障害を記録し、適切なアク
ションを行います。

検証機能が正しく接続した場合は、Webサーバーがセキュアモードで実行されている
かどうかを調べます。セキュアモードで実行されている場合は、検証機能はWebサー
バーとの接続を解除し、サーバーの状態が正常であると判断します。セキュア Sun
Java System Web Serverについては、これ以上のチェックは行われません。

ただし、Webサーバーが非セキュアモードで実行されている場合は、検証機能は
HTTP 1.0 HEAD要求をWebサーバーに送信し、応答を待ちます。ネットワークトラ
フィックの混雑、過剰なシステム負荷、不適切な構成など、さまざまな理由によって
要求が正しく処理できないことがあります。

不適切な構成は、検証される IPアドレスとポートのすべての組み合わせに対し、Web
サーバーが待機するように構成されていない場合に生じます。Webサーバーは、この
リソースに指定した各 IPアドレスに対し、それぞれポートを提供する必要がありま
す。
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また、リソースを作成するときに Network_resources_usedおよび Port_list
リソースプロパティーを正しく設定していないと、不適切な構成が生じます。

Probe_timeoutリソースプロパティーの制限時間内に照会に対する応答を受信しな
い場合、検証機能は Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverで異常が発生し
たと判断します。この異常は、検証の履歴に記録されます。

検証異常は、致命的な異常または部分的な異常になります。致命的な異常とみなされ
る検証異常は、以下のとおりです。

� サーバーへの接続に失敗した場合。次のエラーメッセージが送信されます。%sは
ホスト名を示し、%dはポート番号を示します。

Failed to connect to %s port %d

� サーバーに接続しようとしてタイムアウト (Probe_timeoutリソースプロパ
ティーのタイムアウト値を超過)した場合。

� サーバーへの検証文字列の送信に失敗した場合。次のエラーメッセージが送信され
ます。1番目の %sはホスト名を示し、%dはポート番号を示し、2番目の %sはエ
ラーの詳細を示します。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

モニターは、Retry_intervalリソースプロパティーで指定した期間内で、以下に
示す 2つの部分的な異常を累積し、1つの致命的な異常としてカウントします。

部分的な異常とみなされる検証の障害は次のとおりです。

� 検証機能による照会に対し、サーバーからの応答を読み取ろうとしてタイムアウト
(Probe_timeoutリソースプロパティーのタイムアウト値を超過)した場合。

� そのほかの理由でサーバーからデータを読み取ることができない場合。次のエラー
メッセージが送信されます。1番目の %sはホスト名を示し、%dはポート番号を示
し、2番目の %sはエラーの詳細を示します。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

検証機能は、Sun Java System Web Serverサーバーに接続し、Monitor_Uri_List
内の各 URIに対して HTTP要求を送信することにより、HTTP 1.1 GETチェックを行
います。HTTPサーバーのリターンコードが 500 (Internal Server Error)となるか接続
に失敗した場合、検証は対応処置を実行します。

HTTP要求の結果は、失敗または成功のどちらかです。すべての要求に対して、Sun
Java System Web Serverサーバーから応答があった場合、検証機能は復帰して次の検
証とスリープのサイクルを続けます。

大量のネットワークトラフィック、大きなシステム負荷、不正な構成は、HTTP GET
検証の失敗の原因になります。Monitor_Uri_Listプロパティーの構成が不正な場
合、つまり、Monitor_Uri_Listの URIに間違ったポートまたはホスト名が含まれ
ている場合、障害の原因になります。たとえば、Webサーバーインスタンスが論理ホ
スト schost-1で待機しており、URIが http://schost-2/servlet/monitorと
して指定されている場合、検証機能は schost-2に接触して /servlet/monitorを
要求しようとします。
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異常履歴に基づいて、データサービスのローカルでの再起動、またはデータサービス
のフェイルオーバーのいずれかを実行します。このアクションについての詳細は、
『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータ
ベース用に障害モニターを調整する」を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Serverリソースタイプのアップグ
レード
次の条件に当てはまる場合は、SUNW.iwsリソースタイプをアップグレードしてくだ
さい。

� 旧バージョンの Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverデータサービスか
らアップグレードする

� このデータサービスの新機能を使用する必要がある

リソースタイプをアップグレードする一般的な手順については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイプの更新」を参照してくだ
さい。次に、SUNW.iwsリソースタイプのアップグレードを完了するために必要な情
報を示します。

新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
次の表に、リソースタイプのバージョンと Sun Clusterデータサービスのリリース間
の関係を示します。Sun Clusterデータサービスのリリースは、リソースタイプが導入
されたバージョンを表します。

リソースタイプバージョン Sun Clusterデータサービスのリリース

1 1.0

3.1 3.1 5/03

4 3.1 10/03

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
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� scrgadm -pv

このリソースタイプのリソースタイプ登録 (RTR)ファイルは
/opt/SUNWschtt/etc/SUNW.iwsです。

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
次に、SUNW.iwsリソースタイプの各インスタンスを編集するために必要な情報を示
します。

� 移行はいつでも実行できます。

� Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverデータサービスの新機能を使用す
る必要がある場合、Type_versionプロパティーに 4を設定する必要がありま
す。

� 配備されているアプリケーションを監視する必要がある場合、
Monitor_Uri_List拡張プロパティーに単一の URIまたは URIのリストを設定
して、検証するアプリケーションの場所を指定します。

次の例に、 SUNW.iws リソースタイプのインスタンスを変更するコマンドを示しま
す。

例 5 SUNW.iwsリソースタイプのインスタンスの移行

# scrgadm -c -j webserver-rs -y Type_version=4 \

-x Monitor_Uri_List=http://schost-1/test.html

このコマンドは、以下のようにして webserver-rsという SUNW.iwsリソースを変
更します。

� このリソースのType_versionプロパティーには 4が設定されます。
� 障害モニターの検証機能は、URI http://schost-1/test.html を監視しま
す。
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付録 A

Sun Cluster HA for Sun Java System
Web Server拡張プロパティー

この節では、リソースタイプ SUNW.iwsの拡張プロパティーについて説明します。こ
のリソースタイプは、Sun Cluster構成における Sun Java System Web Serverアプリ
ケーションを表します。

システム定義プロパティーの詳細は、r_properties(5)と rg_properties(5)の
マニュアルページを参照してください。

次に、SUNW.iwsリソースタイプの拡張プロパティーを示します。

Confdir_list
特定の Sun Java System Web Serverインスタンスのサーバールートディレクトリへ
のポインタ。 Sun Java System Web Serverがセキュアモードの場合、パス名に
keypassという名前のファイルを指定する必要があります。このファイルには、
このインスタンスの起動に必要なセキュアキーパスワードが含まれています。

フェイルオーバーの場合、データサービスは強制的に Confdir_listのサイズを
1にします。複数の構成ファイル (インスタンス)が必要な場合は、それぞれが
Confdir_listエントリを 1つ持つ複数のフェイルオーバーリソースを作成して
ください。

データ型 String array

デフォルト デフォルトは定義されていません。

範囲 該当なし

調整 作成時 (At_ creation)

Failover_enabled
Retry_intervalで指定した期間内に Retry_countで指定した回数を超える再
起動が発生しようとした場合、障害モニターが Sun Java System Web Serverリソー
スをフェイルオーバーするかどうかを指定します。この拡張プロパティーの値は次
のとおりです。

� True –障害モニターが Sun Java System Web Serverリソースをフェイルオー
バーすることを指定します。
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� False –障害モニターが Sun Java System Web Serverリソースをフェイルオー
バーしないことを指定します。

データ型 ブール型

デフォルト True

範囲 該当なし

調整 リソースが無効なとき

Monitor_retry_count
Monitor_retry_ interval プロパティーで指定された時間の範囲内に、プロセ
スモニター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する回数。このプロパティーは、
障害モニターの再起動について制御するのであって、リソースの再起動を制御する
わけではありません。リソースの再起動は、システム定義プロパティーの
Retry_intervalおよび Retry_countによって制御されます。

データ型 整数

デフォルト 4

範囲 0 - 2,147,483,641

–1は、再試行の数が無限であることを示します。

調整 任意の時点

Monitor_retry_interval
障害モニターの失敗回数をカウントする期間 (分)。この期間内に障害モニターが失
敗した回数が、拡張プロパティー Monitor_retry_countに指定した値を超えた
場合、PMFは障害モニターを再起動しなくなります。

データ型 整数

デフォルト 2

範囲 0 – 2,147,483,641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示す。

調整 任意の時点

Monitor_Uri_List
Sun Java System Web Server上に配備された任意のアプリケーションを検証するた
めに障害モニターが使用できる単一の URIまたは URIのリスト。Sun Java System
Web Server上に配備されているアプリケーションが応対する 1つ以上の URIにプ
ロパティーを設定することによって、配備されているアプリケーションを検証しま
す。

リリース 3.1 10/03で初めて導入されました。

データ型 文字列

デフォルト Null

範囲 該当なし
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調整 任意の時点

Probe_timeout
Sun Java System Web Serverインスタンスを検証するのに障害モニターが使用する
タイムアウト時間 (秒)

データ型 整数

デフォルト 90

範囲 0 – 2,147,483,641

調整 任意の時点
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